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佐藤 彩生  

 

１．はじめに 

 

農泊地域では，旅行者の滞在施設の整備に向けて農家民宿や農家民泊，古民家，廃校，

ホテルや旅館などの利活用が進められている。また，滞在中に楽しめる観光コンテンツづ

くりや受入体制の確立に当たって，農林漁家に限らず他業種も含めた事業者等，さらに観

光地経営を行う DMO（Destination Management/Marketing Organization，観光地域づくり法

人）など多様な主体との連携が期待されている。このように農山漁村での滞在型旅行の創

出においては，農林漁家のみならず，ホテル，旅館，DMO など観光関連事業者との連携

が見込まれている。 

そこで本研究では，農泊地域における観光関連事業者との連携に主眼を置き，その現

状や特徴をみていく。ただし観光関連産業の裾野は広いため，温泉地(1)のエリアの観光関

連事業者と連携して誘客につなげている農泊地域を対象とし，これを「温泉地連携型農泊」

と定義した上で，二つの農泊地域についてみていく。 

本章の構成は以下のとおりである。２．では滞在型旅行創出の背景と本稿の課題提起

を行い，３．で調査方法を提示した。４．では岐阜県中津川市加子母
か し も

地区における農泊の

事例を，５．で宮城県仙台市秋保
あ き う

地区の農泊の事例を紹介し，６．ではまとめとして温泉

地連携型農泊における特徴と課題を整理した。 

 

２．背景と課題設定 

 

（１）農山漁村における滞在型旅行 

農林水産省が「農泊」と銘打ち農山漁村での「宿泊」を強調する背景には，農泊の前

身であるグリーン・ツーリズムが日帰り体験を中心としていることに理由があるとみられ

る。そのため，農泊推進対策の事業を機に，旅行者が農山漁村地域に宿泊することでより

長く滞在 (2)する旅行の定着を意図しているものと考えられるが，こうした農山漁村滞在

型旅行の促進に当たっては宿泊施設の整備がまず課題となる。これまで子供の教育旅行を

受け入れてきた地域では，大人の宿泊が許可されていれば，農家民宿や農家民泊において

ある程度の規模の大人の宿泊も可能である。しかし，日帰り体験が中心の地域では地域内

に十分な農家民宿等がないケースも多く，これらの地域では滞在型旅行につなげる工夫が

必要となる。 

農泊推進対策の事業では，宿泊施設等の整備に対応して古民家等宿泊施設の改装資金
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として半額助成の補助金が用意されているものの，実質的には改装に多額の資金が必要と

なる。そのため，実現性の高い事業計画や資金確保，地域の合意形成などの条件が揃わな

ければ安易に実行できるものではない。そこで宿泊における別の策としては，近隣の観光

地におけるホテルや旅館の活用などが挙げられる。農泊推進対策の事業では，農林漁家だ

けでなく地域住民，民間事業者や自治体等多様な主体の参画が推奨されており，宿泊施設

においても農家民宿や農家民泊に限らずホテルや旅館等の活用も含まれる。つまり，滞在

型旅行の実現においては，ホテルや旅館など観光関連事業者を含めた多様な主体との協力

が打開策となり得る。 

 

（２）観光関連産業における滞在型旅行 

滞在型旅行創出は農泊地域側だけに限らず観光地においても共通の課題である。特に

宿泊客数が減少し続けている温泉観光地では，連泊を促進するために温泉街の再開発やま

ち歩きのためのコンテンツづくりに力を入れてきた。また連泊の促進に当たって，岐阜県

の下呂市 DMO では下呂温泉と市内のエコツーリズムとの連携を強化したり，新潟県南魚

沼市の旅館では地域の農村体験と連携したりする動きがみられる。 

こうした他産業との連携の取組は，近年観光庁でも推奨されており，観光との関わり

が薄い農業や漁業等との他産業連携を通じて魅力的な観光資源を作ることで新たなニーズ

の獲得や収益化による地域還元が期待できるとされている(3)。2021 年度に観光庁が開始

した「地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進に向けた実証事業」においても，

観光事業者，DMO，交通事業，漁業，農業，地場産業などの多様な事業者の連携による

観光資源の磨き上げを行う体制の構築が重要(4)とされている。 

つまりは，観光関連産業を主産業とする地域においても滞在型旅行創出と多様な主体

との連携の必要性が増してきており，他産業の連携先として農林漁業が注目されているこ

とから，今後観光関連産業と農泊地域との接点が増す可能性が高いものと考えられる。 

 

（３）目的・課題設定 

本稿では，農泊地域が温泉地の観光関連事業者と連携して誘客につなげている農泊地

域を「温泉地連携型農泊」と定義し，温泉地連携型農泊の現状や特徴を明らかにすること

を目的とする。温泉地におけるグリーンツーリズムの取組には大分県の由布院温泉や宮城

県の鳴子温泉など先行事例はあるものの，今後新たに温泉地との連携に取り組む農泊地域

にとっての検討材料として還元できるよう，農泊地域と温泉地の連携に向けて近年取組に

動きのある地域を対象とした。 

本研究では，温泉地に近接する農泊地域を対象に，①農泊地域の地域内における観光

の位置づけ，②農泊地域の取組経緯と運営体制や取組内容，③近接する温泉地の観光関連

事業者と農泊地域の接点をみていき，いかなる観光関連事業者が関与し，いかなる連携を

行っているのか，またその特徴を明らかにする。ここから，農泊地域での観光関連産業と

の連携における方策の示唆を得たい。 
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３．方法 

 

本研究では，岐阜県中津川市加子母地区と宮城県仙台市秋保地区の 2 地域を対象に，農

泊地域の関係者及び自治体に対して聞き取り調査を行った。 

一つ目の調査対象地である岐阜県中津川市加子母地区は下呂温泉から車で約 25 分の距

離にある地区で，加子母森林組合が農泊の協議会の事務局を担っている。加子母地区の調

査は 2018 年 11 月，2020 年 1 月，2020 年 11 月，2021 年 7 月，11 月に各 1 回実施し，加子

母森林組合，特定非営利活動法人かしもむら，ファンファーミング有限会社，かしも明治

座，ゆうらく館株式会社，山守資料館，Meets Nakasendo 合同会社，中津川市加子母総合

事務所，中津川市商工観光部観光課にヒアリングを行った。下呂市の調査は 2021 年に 1

回実施し，下呂市観光商工部観光課，一般社団法人下呂温泉観光協会にヒアリングを行っ

た。 

二つ目の事例である宮城県仙台市秋保地区は秋保温泉と同地区であり，民間の観光ま

ちづくり会社が農泊の協議会の事務局である。秋保地区の調査は 2019 年 9 月と 2021 年 9

月（オンライン）に各 1 回実施し，株式会社アキウツーリズムファクトリー，株式会社仙

台秋保醸造所，株式会社たびむすび，仙台市文化観光局観光交流部観光課にヒアリングを

行った。 

なお，加子母地区の事例は佐藤（2020）に調査結果を追記した。各事例は，調査当時

の内容であり，本稿の公開時までに状況が変化していることにご留意いただきたい。 

 

４．岐阜県中津川市加子母地区の事例 

 

（１）地区概要 

岐阜県中津川市加子母地区（旧加子母村）は，中津川市の北部に位置し，下呂市，加

茂郡東白川村，長野県大滝村に隣接した中山間地域である。2005 年に中津川市に合併し，

加子母地区の人口は 2,602 人（2021 年 9 月末），世帯数は 961 世帯で，地区面積の 94％を

山林が占め，世帯の約 8 割が林家で加子母森林組合の組合員である。主産業は，農業，畜

産，林業，木工業で，トマト栽培や飛騨牛の肥育が盛んであり，東濃ひのきの産地で木材

住宅の産直も行っている。加子母地区へのアクセスは乗用車で名古屋から 2 時間，中津川

駅から 40 分，下呂温泉から 25 分程度であり，地区の南北を国道 257 号が通り，中津川駅

周辺から下呂温泉へとつながっている。 

下呂温泉は，名古屋駅から快速電車で 1 時間 40 分，車で 2 時間のアクセスにあり，下

呂温泉旅館協同組合加盟の宿泊施設数は 37 施設（客室数 1,468 室）ある。2021 年のじゃ

らんの温泉地ランキングで全国 10 位，東海 2 位となっており，日本三名泉の一つとして

数えられている(5)。下呂市の宿泊客数は 100万人台で推移していたが，2020年度は新型コ

ロナウイルスの影響を受けて半減している（第 5-1 図）。 
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第 5-1 図 下呂市の宿泊客の推移 

資料：下呂温泉宿泊統計 

 

（２）中津川市における加子母地区の観光の位置づけ 

中津川市の観光スポットには馬籠宿，落合宿，中津川宿など中山道沿いの宿場や苗木

城跡があり，同市は 2018年の NHK の朝の連続テレビ小説「半分，青い」のロケ地にもな

った。また栗と砂糖を使った素朴な和菓子「栗きんとん」でも有名である。 

加子母地区の主な観光施設の 2020 年の観光入込数（延べ数）をみると，道の駅加子母

は 240,683 人，直売所のかしも産直市は 89,149 人であった（第 5-2 図）。中津川市内の観

光施設は上位から，馬籠宿（観光入込数 322,973 人），道の駅花街道付知（同 261,612 人），

道の駅賤母（同 260,726 人）で，道の駅加子母は 4 番目，かしも産直市は 12 番目であっ

た。市内にある観光協会は中津川観光協会，付知町観光協会，馬籠観光協会，やさか観光

協会，蛭川観光協会で，加子母地区に観光協会はなく，観光の取組は発展途上にある。 

 

 

第 5-2 図 加子母の施設の観光客入込数（延べ人数）の推移 

資料：岐阜県観光入込客統計調査 
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（３）加子母地区の農泊の取組経緯 

加子母地区での観光の取組は，自治組織である「加子母むらづくり協議会」（以下，む

らづくり協議会）が母体となっている。加子母地区では，2005 年の編入合併により行政

機能が縮小したことを受けて，むらづくり協議会を設置した。むらづくり協議会は，テー

マの異なる 10 の分科会によって編成されており，地域内の情報共有や地域課題に対する

全住民参加型の提案の場となっている。加子母地区での観光による地域活性化については

分科会の一つである地域づくり分科会内で話合いが行われ，中津川市の支所である加子母

総合事務所の職員を中心に 2011 年にトマトの収穫体験や郷土料理体験を試験的に行い，

2012年から味噌づくりや木曾ヒノキ美林見学，製材所見学などの 1 泊 2 日のモニターツア

ー（加子母るツアー）を実施した。 

 2016 年には観光の取組拡大のために，むらづくり協議会の事業の実行組織である特定

非営利活動法人かしもむら（以下，かしもむら），加子母森林組合，農業法人のファンフ

ァーミング有限会社等の若手メンバーが新たに観光専門部会を立ち上げ，加子母森林組合

が中心となって「農泊」の推進事業の申請に向けて協力者を募り，事業採択後には加子母

農林泊推進協議会（以下，林泊協）を設立し，加子母森林組合の職員とかしもむらの職員

が中心となり乙女渓谷の氷瀑
ひょうばく

のモニターツアーや PR を行った。 
 

（４）加子母地区の農泊の取組 

 

１）加子母農林泊推進協議会の取組 

林泊協のメンバーは，加子母森林組合，かしもむら，ファンファーミング有限会社を

中心に，道の駅のゆうらく館株式会社，山守資料館，渡合温泉ランプの宿，和菓子製造会

社の仁太郎，加子母優良材生産クラブ，かしもひのき建築協同組合の 9 団体で構成されて

いる（第 5-3 図）。 

 

第 5-3 図 加子母農林泊推進協議会の実施体制 

資料：農林水産省「東海管内の農泊地域一覧」，

https://www.maff.go.jp/tokai/noson/keikaku/nouhaku/attach/pdf/20200219-3.pdf（2021 年 12 月 8 日参照）。 

加子母農林泊推進協議会
（事業実施主体）

【事務局】
加子母森林組合

中津川市役所加子母総合事務所
かしもむらづくり協議会

中津川市北商工会加子母支部

NPO法人かしもむら
（有）ファンファーミング

ゆうらく館株式会社
山守資料館

渡合温泉ランプの宿
仁太郎

かしもひのき建築協同組合
加子母優良材生産クラブ

オブザーバー
区会長制度による地域内合意形成

および全戸周知など

観光専門部会設置
（受入体制の整備、合意形成等）

ファンファーミング有限会社 

加子母むらづくり協議会 
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2017 年から 2019 年の林泊協の活動内容を第 5-1 表に整理した。林泊協では，モニター

ツアーの実施や PR 活動，多言語パンフレットや資料，動画の作成などインバウンド受入

れに取り組んでいた。 

 

第 5-1 表 加子母農林泊推進協議会の取組内容 

 
資料：佐藤（2020）より作成。 

 

２）協議会メンバーのコロナ前の取組 

林泊協の各メンバーの取組についてみていく（第 5-2 表）。加子母森林組合は，体験交

流施設モクモクセンターでの箸の絵付けやバターナイフづくりの体験提供や木工製品の販

売を行うほか，キャンプ場運営を行っている。かしもむらは 2018 年より芝居小屋「明治

座」の指定管理者となっている。明治座は，1894 年に旧加子母村の村民によって設立さ

れ，県の重要民俗文化財に指定されており，ガイド付きの見学が可能で通年開館している。

ファンファーミング有限会社は，野菜生産や産直及び農業法人であり，観光客に対して収

穫体験を実施している。当初はブルーベリーの収穫体験のみを提供していたが，トウモロ

コシやイチゴ，特産品の西方いもなど品目を増やし通年での体験を提供している。また直

売所「産直市」を経営しており，加子母の農家が生産した野菜を販売している。ゆうらく

館株式会社は，地産品などの土産物を販売する売店と食堂が併設された道の駅を運営して

2017年度農山漁村振興交付金（農泊推進事業）

①農泊に対する「気づき」の理解醸成事業
　シンポジウムの開催，先進地視察
②「儲かる」体制の確立事業
　JTBとの新規ツアー共同開発の提案

　恵那・中津川広域観光事業によるインバウンド向け，トレッキング等の新規開発
③加子母地域の取組を「知って」もらう機会の創出事業
　土岐プレミアムアウトレット，岐阜品などで体験プログラムの実施
　モニターツアー（11月，2月），インバウンドツアー（12月）開催

　県の海外戦略と連携し，外国語（フランス語）パンフレットの制作配布

2018年度農山漁村振興交付金（農泊推進事業）

①インバウンド受入体制の確立
　フランス領事館・日仏協会，FIT（タイ・フランス）加子母視察受入

　多言語パンフレットの作成，多言語翻訳資料作成，明治座案内ビデオ英語幕作成
②森林を主体としたツアーなどの造成・販売
　国有林モニターツアー，氷瀑ツアー，マウンテンバイクツアーの開催
　JR「Shupo」ツアー企画（下呂・中津川広域観光）

③国内・外への認知度を高めるための積極的なPR
　釜山国際観光展，バンコク日本博に出展及び営業
　JAL中部地区担当者へのPR，WOODコレクションなどのイベントを利用したPR
④翌年以降に向けた取組
　加子母農林泊推進協議会の設立
　加子母フィルムコミッション事業計画作成

2019年度農泊地域高度化促進事業

①多言語対策：明治座案内ビデオ仏語・中国語字幕作成，翻訳機購入
②トイレ洋式化：渡合温泉のトイレ洋式化
③Wi-fi・キャッシュレス環境整備：森林組合売店ほか

①多言語対策：明治座案内ビデオ作成（仏語・中国語字幕），翻訳機購入 

64 65



第５章 温泉地連携型農泊の現状と特徴―岐阜県中津川市加子母地区と宮城県仙台市秋保地区を対象に―（佐藤） 

66 

いる。食堂では郷土食の朴葉寿司や鶏ちゃんを提供しており，農泊推進事業の採択を機に

恵那鶏や飛騨牛，西方いもをメニューに使用するようになった。ゆうらく館株式会社の代

表取締役が山に詳しいため，不定期で観光客向けに山歩きのガイドを実施しており，紅葉

狩りや氷瀑，マウンテンバイクツアーや観光客の希望に合わせた案内を行っている。樹齢

1000 年のヒノキや伊勢神宮の御用材などを見学する「裏
うら

木曾
き そ

古事
こ じ

の森
もり

」のツアーガイド

も実施している。 

 山守資料館は，祖先が山守である内木氏（20 代目）が内木家の屋敷を個人の資料館と

して改装し，当時の山守に関する資料や古文書，調度品を展示している。来訪者の予約に

合わせて屋敷の案内や資料の解説を行っている。 

 加子母地区には，下呂温泉に行く個人観光客が，産直市や道の駅の売店や食堂を利用し

たり，明治座に訪れたりしている。また，後述する下呂温泉の宿泊客の団体バスツアーを

迎え入れて，明治座の館内のガイドを行っている。 

 

第 5-2 表 加子母農林泊推進協議会の参画メンバーが提供する体験（コロナ前） 

 
資料：佐藤（2020）より作成。 

 
 

３）新型コロナウイルスの影響 

中津川市では，2020 年 4 月 18 日～5 月 6 日の期間で休業協力金(6)が支給されたことか

ら，加子母地区内の事業者は休業や時短営業で対応していた。道の駅は 4 月中旬から 5 月

の連休まで休業し，営業時には食堂は 14 時までの時短営業，換気の徹底，座席数の縮小

などで感染対策を行った。また新たに，お弁当（20 個程度）やお惣菜，加子母のトマト

と飛騨牛を使ったハンバーガー（10 個/日）の販売・配達も行った。地元住民の食堂利用

者は一時期は減ったが徐々に回復傾向にあり，道の駅の通販の注文が以前より増えている。

道の駅で貸出しを行っていたマウンテンバイクは，消毒が負担となることから提供をやめ，

加子母森林組合

箸づくり体験(800円/人）

バターナイフづくり体験(1,000円/人）

キャンプ場
モクモクセンターでの買い物

NPO法人かしもむら

加子母るツアー
モニターツアー
明治座の指定管理
・明治座の入館料（300円/団体のみ）

・明治座案内（500円）

・隈取体験（3,500円/人）

ファンファーミング有限会社
ミニトマト，イチゴ，枝豆，トウモロコシ，西方いもな
どの収穫体験（1,700円程度/大人1人。ただし作目によっ

て料金は異なる）

道の駅かしも
山歩き，マウンテンバイクツアー，郷土料理提供，道の
駅での買い物（2,000円～15,000円/人。コースによって料

金は異なる）

山守資料館 資料館の案内
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道の駅の職員が行っていた山歩きのツアーも中止した。加子母地区の観光入込客数を第 5-

4 図に示した。 

モクモクセンターは，従業員の感染を防ぐため 2020 年 4 月中旬から 5 月の間休業して

いた。営業再開後は，箸づくり体験の 1 回の参加者数を減らすなどして対応しているが，

来る客はわずかであった。2020年 11月中旬から 12 月下旬にかけては，岐阜県の「家族で

県内修学旅行プラン」(7)という企画で県内の小中学生がいる家庭を対象とした旅行商品が

造成され，コースの一つとして，箸づくりや明治座見学と下呂温泉の宿泊がセットになっ

た旅行商品（宿泊・体験付きで大人 11,000 円～，小中学生 2,200 円～）が販売された。週

末に 50～60 人，5 週間の平均で 1 日当たり 40 人が県内から箸づくりに訪れた。また，巣

ごもり需要を受けて，まな板など日用品やアロマ系の商品，アウトドア関連の商品購入が

増えた。加子母森林組合はキャンプ場を経営しているが，夏季の団体利用客が減ったこと

で売上げは減少した。 

産直市は屋外で開放感があるため通常通り営業し，地域外の利用客の増加により 2020

年度の売上げは前年度と比べ増加した。加子母地区内にある和菓子屋も同様に，9 月の栗

きんとんのシーズンに自家用車で買いにくる客が増えたことで売上げ増となった。ファン

ファーミング有限会社での農業体験は，以前のように多人数の受入れができないため時間

的な負担が増えてしまい，受入れを中止している。 

明治座は観光客が激減し，それに伴い明治座の屋根部分を補修するくれ板の寄付金や

手ぬぐい販売，団体案内料の収入が大きく落ち込んだ（第 5-5 図，第 5-6 図）。明治座は屋

根の葺き替えが必要であることや，かしもむらの事業の一つであることからも，団体旅行

客の受入れが見込めない中で，今後いかにして収入を増加させるかが課題である。かしも

むらでは，加子母に訪れたことのある人との関係性の維持を狙って，加子母の地産品を扱

った EC サイト「カシモール」を 2020 年 11 月に立ち上げ，加子母の地産品の販売促進に

も着手している。 

地域全体としては，コロナの影響は飲食店が最も打撃を受けたものの，休業協力金の

受給やなじみの顧客によるテイクアウトサービスの利用で経営困難に陥る事業者はいなか

った。 

 また，恵那市と中津川市の有志メンバーで DMC（Destination Management Company）で

ある Meets Nakasendo 合同会社が 2020 年に設立され，加子母森林組合の職員が加わってい

る。ここでは中山道を歩くことをコンセプトに，人と資源に着目した新しい広域の観光ル

ートづくりをコロナ明けに向けて進めている。並行してエリアを限定しないガイドの育成

も行っており，加子母の裏木曾古寺の森の案内を行えるガイドの確保につなげようとして

いる。 
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第 5-4 図 加子母地区の観光施設の年間入込客数 

資料：特定非営利活動法人かしもむら提供資料。 
注（1）2020 年は 1～9 月の合計。 

                      （2）入込客数のカウント数は岐阜県観光入込客統計調査と異なる。 

 

 

第 5-5 図 明治座の観光収入等（各年 4月～9 月） 

資料：第 5-4 図に同じ。 

 

 

第 5-6 図 明治座の観光客数（各年 4 月～9 月） 

資料：第 5-4 図に同じ。 
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（５）加子母地区と下呂温泉の接点 

加子母地区と下呂温泉との接点の一つに，下呂・中津川広域観光振興協議会で商品造

成されたバスツアーがある。下呂・中津川広域観光振興協議会は，下呂市と中津川市の自

治体や観光協会等が中心となって 2010 年に設立され，両市の連携する旅行商品の企画や

PR を行う協議会である。協議会のメンバーは，下呂市，中津川市，一般社団法人下呂温

泉観光協会，一般社団法人中津川観光協会，中津川観光連絡協議会，下呂商工会，中津川

商工会議所及び中津川北商工会で構成されている。 

 主な旅行商品としては，下呂温泉に宿泊し，中津川市内の観光スポット巡りや体験を行

う行程のバスツアーがある（第 5-3 表）。両市と JR 東海が企画するもので，年ごとにルー

トを変えることもあるが，加子母地区では明治座やモクモクセンターでの体験がツアー内

に含まれている。こうした下呂市と中津川市を周遊するツアーは 2011 年から開始し，JR

東海が JR 東海ツアーズ，クラブツーリズム，阪急交通社などの大手旅行会社に造成を依

頼し，各社で販売を行ってきた。バスツアーの参加者の多い時期では 2013 年と 2014 年に

2,000 人程度で，近年は 500～600 人程度である。下呂と中津川を結ぶバスツアーは同協議

会で販売しているもの以外にもあり，両市の境に位置し，加子母地区の入り口に近い舞台

峠観光センターでも，下呂温泉に宿泊し明治座に立ち寄るバスツアーを造成し読売旅行で

販売を行っていた。 

 

第 5-3 表 下呂・中津川地域周遊促進事業におけるバスツアーの内容 

 
資料：下呂市提供資料より作成。 
注． ①，③，④は JR 東海タイアップバスツアー商品造成支援，②は読売旅行タイアップバスツアー商品造成支

援。 
 

両市の連携のメリットは，下呂市で宿泊し，中津川市で体験するという役割分担がされ

ていることで両市の利害が一致することにある。特に，2027 年に中津川市にリニア中央

新幹線の新駅が開業することを受けて，下呂市ではリニアを利用する旅行者の獲得が期待

できるため，連携を深化させることのメリットは大きい。また，新宿駅にある京王電鉄の

中部地方インフォメーションプラザ in 京王新宿にて首都圏からの誘客促進にむけて両市

の観光 PR のブースを設置していた。 

コロナ禍により 2020 年と 2021 年の同協議会のバスツアーは中止されたが，同協議会内

での新しい観光ルートの検討に当たっては，加子母の神宮備林を題材としたストーリーと

実施期間 行程
バスの運行台数
と参加者数

①2018/5/6～7/14 下呂温泉（宿泊）→かしも明治座→夕森公園→馬籠宿→
ちこり村→にぎわい特産品館→中津川駅

50台，1,230人

②2018/12/10～3/24 下呂温泉（宿泊）→かしも明治座→モクモクセンタ→舞
台峠→地蔵寺→飛騨萩原

2台，31人

③2019/5/7～7/12 下呂温泉（宿泊）→かしも明治座→夕森公園→馬籠宿→
ちこり村→にぎわい特産品館→中津川駅

38台，895人

④2020/5/7～7/31 下呂温泉（宿泊）→常盤座→苗木城→馬籠宿→ちこり村
→にぎわい特産品館→中津川駅

不催行
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しての活用のほか，ゆうらく館株式会社の取締役や明治座の案内人を新たに期待される人

材と資源として報告書に取り上げられている(8)。 

 また同協議会以外の動きとして，2021 年 11 月に一般社団法人下呂温泉観光協会が主導

する下呂市内の観光協会や地域の事業者が参加する勉強会にかしもむらも参加し意見交換

を行っている。 

 

５．宮城県仙台市秋保地区の事例 

 

（１）地区概要 

宮城県仙台市太白区秋保地区は仙台市の南西部に位置し，世帯数は 1,731 世帯，人口は

3,946 人（2021 年 10 月 1 日）である。秋保地区（旧名取郡秋保町）は 1988 年 3 月に仙台

市に編入された。同地区は仙台駅から車で 30 分，バスで約 50 分の場所に位置しており，

秋保温泉を源泉とする旅館やホテルが名取川沿いに連なっている。宿泊者数は，90 万人

前後で推移しており，2019 年は 856,116 人だったが，2020 年は 541,568 人に落ち込んだ

（第 5-7 図）。 

秋保温泉旅館組合に加盟するホテルと旅館数は 11軒で総客室数は 1,030 室（総収容人数

4,730 人）である(9)。2021 年のじゃらんの温泉地ランキングでは東北 4 位(10)である。コロ

ナ前の夏場や秋のトップシーズン，ゴールデンウィークなどの客室は繁忙期には満室にな

った。秋保地区には雪が降らずスキー客は来ないため冬場の観光客は少ないものの，県内

の観光客は冬場に多い傾向にある。 

 
第 5-7 図 秋保地区の宿泊客の推移 

資料：仙台市観光統計基礎データ。 

 

（２）仙台市の観光における秋保地区の位置づけ 

仙台市は 2019年 3月に「仙台市交流人口ビジネス活性化戦略」を策定した。そこでは 3

年間の観光戦略を立て，2021年までに宿泊者数 600万人泊を目標数として設定している。

施策の重点項目の一つに，1,000 本の体験プログラム創出を掲げており，多様な体験を充
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実させることで個人観光客の誘客につなげていきたい意向である。仙台市の中でも秋保地

区は観光地として有力なエリアであり，後述する株式会社アキウツーリズムファクトリー

（以下，ATF）に，地域おこし協力隊（仙台市西部地区観光地域おこし協力隊）の雇用や

マネジメント，体験プログラム創出等を委託している。 

また，秋保地区の観光拠点の一つであるアキウ舎（古民家）は，特区（国家戦略特区

エンジェル税制）を活用した資金調達が行われた。秋保地区がサイクリングのコースの一

つに含まれる SENDAI SATOYAMA RIDE は ATF が運営し，市は自転車の貸与を行ってい

る。秋保地区にある市の観光施設には，秋保・里センター，仙台市秋保ビジターセンター，

秋保工芸の里がある。 

 

（３）秋保地区の農泊の取組経緯 

秋保地区における農泊の取組の背景には，2013 年より震災復興を目的としてキリンビ

ールが開始した絆プロジェクトの一つである，次世代農業経営者育成「東北復興・農業ト

レーニングセンタープロジェクト」(11)がある。このプロジェクトは，生産管理，経営，

販売までの勉強会や農業先進地の視察などを通して，岩手県，宮城県，福島県の 3 県の若

手農業経営者の育成を目指した 3 年間のプログラムである。受講生は 84 名で，農泊の事

務局である ATF の代表取締役や秋保地区で有機農業を行う株式会社大滝自然農園の代表，

佐藤茂氏が第１期生として参加していた。 

大滝自然農園は，有機農業を学びたい農家や移住者を受け入れて有機農業の技術の研

修を行ってきたが，その研修後に同農園の近隣で新規就農する人が多いことから，同農園

の一帯を無農薬栽培のブランド産地に形成することを考え，その目的を達成するために同

プロジェクトに参加していた。大滝自然農園では 2014 年からは実践の年として，秋保地

区の民間の道の駅である秋保ヴィレッジに野菜を出荷するようになった。 

2018 年には，同プロジェクトの受講生から農村にお客さんを呼んで観光を行いたいと

いう声が上がり，新たに「ファームツーリズムプロジェクト」が立ち上げられた。農場で

食べて飲んで楽しむというコンセプトのツアー（ファーミードリンキングツアー）を，各

地域の受講生が旅行会社やガイドと組んでツアーづくりに取り組んだ。秋保では，他の地

域の受講生の取組との差別化を図るために，農村をめぐるサイクルツアーを取り入れ，滝

や寺社仏閣，ワイナリーのブドウ畑を巡り，畑で芋煮会を行ったり，地元ワインを提供し

てアキウ舎（2018年 7月末オープン）で食事会を行ったりした。こうしたツアーが秋保の

農泊の体験に活用されている。 

  

70 71



第５章 温泉地連携型農泊の現状と特徴―岐阜県中津川市加子母地区と宮城県仙台市秋保地区を対象に―（佐藤） 

72 

（４）秋保地区の農泊の取組内容 

 

１）実施体制 

秋保ファームツーリズム推進協議会（以下，秋保協）は 2018 年度に農泊推進事業と人

材活用事業に採択された。先の東北復興・農業トレーニングセンタープロジェクトでは，

主に農家支援を目的に農産物の認知や販売促進を目指してきたが，農泊推進事業では農家

だけでなく地域の事業者にも波及するような地域外貨獲得を取組の目的としている。その

ため，協議会のメンバーは観光まちづくり会社のATFのほか，ATFが経営するアキウ舎，

秋保温泉旅館組合，秋保ヴィレッジ，秋保ワイナリー（株式会社仙台秋保醸造所），まっ

たりん（婦人グループ），太田とうふ店（豆腐屋），Vienna29（ソーセージ工房）など地域

の事業者や地域住民で構成されている（第 5-8 図）。宿泊については新たな宿泊施設を創

設するのではなく，秋保温泉旅館組合の宿泊施設の利用の促進を狙っている。 

 

 

第 5-8 図 秋保ファームツーリズム推進協議会の実施体制 

資料：農林水産省「東北地方の農泊地域一覧」，https://www.maff.go.jp/tohoku/nouson/gt/attach/pdf/nohoku_list-11.pdf
（2021 年 12 月 8 日参照）。 

 
 

２）コロナ前の取組内容 

ATF では，子どもたちが里芋収穫と調理を行う里芋の芋煮会や，秋保ワイナリーのブド

ウ畑をマウンテンバイクで走るツアーを 2018 年の秋に実施した。また 10 月には秋保の里

山や温泉の周辺をオフロードバイクで走る体験とホテルでの温泉入浴やアキウ舎でのラン

チをセットにするツアーを実施した。アキウ舎で提供するメニューは，地元の婦人会グル

ープのまったりんが協力してメニュー開発を行った。 

 2019 年からは，地域おこし協力隊 2 名が ATF に所属し，農泊のメンバーの特色を生か

した体験やツアーを販売するようになった。体験等では，秋保ワイナリーのぶどうの蔓を

使用したリース作り，Vienna29でのソーセージ作り，団子汁作り，秋保産そば粉，雪下人

参など地域の食材を活用した料理教室が実施された（第 5-4 表）。 

このほかに，プロのマウンテンバイカーがガイドするサイクルツーリズム（AKIU 

NINJA RIDE）を春と秋の週末に実施した。ツアーは，秋保の温泉街を手軽に楽しめるも

のや里山風景を楽しむもの，社寺めぐり，美食などでテーマを変えて，最短で 1 時間，最

長で 5 時間のコースが用意された。ツアー途中に太田とうふ店や秋保ワイナリーへの立ち

秋保ファームツーリズム推進協議会
（事業実施主体）

【食事部門】
アキウ舎（レストラン）

秋保ヴィレッジ（直売所）
秋保ワイナリー（醸造所）

【事務局】
株式会社

秋保ツーリズム
ファクトリー

【宿泊部門】
秋保温泉旅館組合

【体験・交流部門】
まったりん（婦人グループ）
太田とうふ店（豆腐屋）

Vienna29（ソーセージ工房）

【その他】
仙台市
その他の
連携団体

アキウツーリズム 

ファクトリー 
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寄りやアキウ舎でのランチが組まれている。参加費は 5,500 円～9,000 円（税別）で，1 組

5～6人で年間約 150人が参加した。サイクリングには，国内観光客のみならずインバウン

ド観光客も多く訪れ，ツアー参加者は秋保の旅館やホテルに宿泊した。 

 野菜のレストランをコンセプトとしているアキウ舎では，秋保ヴィレッジを通じて 30

～40 軒の農家から地元野菜を買い取っている。農家が生産・出荷可能な野菜のロット数

が小規模のためアキウ舎で提供するメニューも入手可能な野菜の種類に合わせてアレンジ

している。また，アキウ舎で提供しているしそジュースは，婦人グループのまったりんが

収穫から抽出まで行ったものであり，ほかにもアキウ舎で販売したあんころ餅や正月の雑

煮もまったりんは協力している。アキウ舎には地元と近県からの客が多く，6～7 割は仙

台市内から来ている。 

 

第 5-4 表 秋保ファームツーリズム推進協議会で提供した体験内容（コロナ前） 

 

資料：第 5-8 図に同じ。アキウ舎ウェブサイト，https://akiusha.jp/cycle（2021 年 12 月 8 日参照）。 

 

３）コロナ禍での体験内容 

コロナ禍の影響でサイクルツーリズムのガイドが秋保地区を離れ，サイクルツアーが

縮小したことを受けて，秋保協では体験の見直しを行い，2020 年からは仙台市民を対象

とする家族向けの農業体験や自然体験のマイクロツアーに切り替えた。 

農業体験は，5～6 月に山菜採り（タラの芽，しいたけ，コゴミ，コシアブラなど）と

天ぷらや豚汁づくりのほか，野菜の苗植えやしいたけの菌種打ち，飯盒炊飯や BBQ を行

い，7～9 月に夏野菜の収穫，10～11 月に秋野菜の収穫と仙台味噌作り，芋煮，漬物など

の加工を実施した。 

参加費は１人当たり 1,500 円で追加の飲み物や食べ物は別途料金とし，家族 1組 3～4 人

の平均的な料金は 5,000～6,000 円となっている。ただし，客単価設定は試行段階のため協

議会内の勉強会を通じて適正価格を検討中である。秋保協では，農業体験の開催 1 回につ

き参加者数 15 人を想定し年間 200 名を目標としていたが，コロナ禍の影響や緊急事態宣

【地域の食や農を発信するイベントの開催】
　秋保風芋煮モニターイベント（20人）
　秋保ワイナリーのぶどうの蔓のリース作り体験（26人）
　秋保の食材を使ったソーセージ作り体験（5人）
　雪下ニンジンでタルトつくり（7人）
【子供の食育につながるイベントの開催】
　大人と子供で楽しむソーセージ作り体験（10人）
　秋保産のそば粉を使った料理教室（5人）
　秋保の自然と食文化にふれよう～春の草花さがしと団子汁（7人）
【新規での体験メニュー】　7本造成（12組24人，75人）
【秋保の生き物ハンドブック】　3,000部制作，配布
【AKIU NINJA　RIDE】
（①日本の原風景！里山のんびりグルメ&買い物コース，②旅館からサクッと！温泉街ぶらりショートコー
ス，③御朱印をGET！，神秘の社寺めぐりコース，④美酒と食を堪能！“テロワージュ”秋保コース）
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言を受けて 2020 年 4～6 月と 2021 年 8 月半ばから 9 月も中止となり，2020 年の参加者数

は 160名程度となった。2021年は年間 180人を目標にしている。コロナの影響で農業体験

に人気が出たため，募集開始（先着順）から 2 週間で予約終了になるほどであった。イン

ターネットの募集ではすぐ定員となるため，アキウ舎に設置するチラシや大滝自然農園の

お客様や口コミだけで募集を行っている。リピーターが約半分と多いが，新しい顧客を獲

得し，幅広い顧客の獲得を行いたいと秋保協では考えている。 

農業体験の提供に当たり，大滝自然農園の経営者は初年の 2020 年はガイドとして少し

関わる程度であったが，2 年目からは大滝自然農園側が主導して体験提供を行うようにな

った。これにより，1 年目では提供していなかった，しいたけの菌種打ちや山菜採りなど

を行うようになり，体験内容の幅が広がった。またこうした農業体験の提供を機に，大滝

自然農園の経営主の娘が秋保地区に戻り，農業体験の提供を行っている。これらの流れか

ら，大滝自然農園が募集や受付も含めて農業体験の提供を自立して行えるよう，地域おこ

し協力隊がサポートに当たっている。大滝自然農園において農業体験は収益部門ではない

が，大滝自然農園で販売する野菜の定期通販の購買増にもつながるため，定期購入をする

顧客へのサービスとしての提供も検討中である。こうした大滝自然農園の取組に触発され

て，他の有機栽培農家が取組の見学に来てノウハウを学ぼうとしている。 

ほかにも間伐材を切り出し丸太にして斧を使って薪にする体験やカブトムシの幼虫を

採る自然体験も提供している。 

 

４）コロナ禍における対応やその他の取組 

コロナ禍を受けて，アキウ舎ではテーブル間の空間を広げたり，テラス席を増やした

りした。これにより，コロナ前に比べて利用客が大幅に増加し売上げが過去最高となった。

アキウ舎が混んでいる場合にも秋保地区のほかのカフェ利用につなげるため，2020 年か

ら秋保のカフェマップを作成して，アキウ舎での配布を行っている。 

また，定禅寺ジャズフェスをはじめ仙台市の大きなイベントがコロナ禍で中止となる

中で，比較的小規模なイベントのニーズが高まっていることを受けて，秋保ワイナリーで

は，隔週で農産加工物の販売とジャズライブを中心としたマルシェイベントを 2021 年 10

月から実施する。地元の養蜂家，オーガニックスイーツ，地元カフェ，パプリカ農家，リ

ンゴ農園などが出店予定である。 

 

（５）秋保地区の農泊と秋保温泉の接点 

コロナ前までは秋保温泉の宿泊客がサイクルツーリズムやアキウ舎での飲食を楽しん

だり，秋保ワイナリーへ立ち寄るなど，施設等を相互利用していたが，秋保協と秋保温泉

旅館組合とで具体的に連携した取組は行ってこなかった。しかし，コロナの影響で宿泊客

が減少し，ホテルや旅館で個人宿泊客の獲得が更なる課題となる中で，新しい動きが生ま

れている。 

温泉旅館の蘭亭（客室数 68 室，収容人数 260 人）では，アウトドアをしたい家族層向
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けのグランピング施設を 2021 年 8 月から敷地内にオープンした。グランピング施設の客

室稼働率は週末 100％，平日 70％強を超えた。このグランピング施設の宿泊者向けにオプ

ションとして農業・自然体験，マウンテンバイクツアーを提供する企画が進行し，秋保協

が体験提供を担当する。また蘭亭の敷地を自然散策やドッグランへ活用するに当たり，

ATF の社員が蘭亭の裏山の整備を行っている。犬のにおいは野生動物を寄せ付けないため，

ドッグランや犬を連れた宿泊客の散歩により，野生動物から畑を守る効果を狙っている。 

こうした蘭亭との協力を機に，秋保協では旅館の若手従業員と勉強会を実施したり，

旅館の遊休施設となっている仲居の寮の活用にも着手したりしている。また，副業規定か

らすぐの実現は難しいものの，旅館の従業員が秋保の農村や農業体験のガイド人材として

育成する構想も生まれている。こうした取組の成功事例が増えることで，今後，秋保の他

の旅館やホテルにも波及する可能性があるとみられている。蘭亭以外にもペットと一緒に

宿泊できるホテルと連携し，ペットツーリズムの定着に向けて，ドッグイベントの実施や

勉強会，支援を行うなど，新しい顧客層獲得に向けた一体的な動きをみせている。 

今後，秋保協では，秋保地区の就農者増を目指して，旅館の遊休施設の就農者用の寮

への活用や地域おこし協力隊を就農につなげる仕組みづくりを構想中である。 

 

６．まとめと考察 
  

加子母地区と秋保地区の二事例について第 5-5 表に整理した。まず，観光関連事業者と

の関わりをみてみると，加子母地区においては，行政では岐阜県，中津川市，下呂市，民

間事業者では舞台峠観光センター（下呂市），JR 東海，読売旅行等旅行会社などが連携に

関与していた。一方で秋保地区では秋保協と旅館が直接連携していた。こうした違いは，

加子母地区では，連携先の温泉地の行政区分が異なることや秋保地区と比べて地理的な距

離があること，また秋保地区では，秋保協の事務局である ATF 自体が観光まちづくり会

社のため，連携において主導権を握りやすいことなどがあると考えられる。 

次に，連携における特徴を三点挙げたい。一つ目は，農泊地域側が体験，温泉地側が

宿泊という明確な役割分担をした上で連携を行っている点である。加子母地区では，下呂

市と中津川市を巡る団体バスツアーにて，加子母地区の農泊は箸づくりや明治座見学など

体験提供の役割を担っていた。また秋保地区においても，旅館のオプションとしての農業

体験や自然体験が提供される予定であり，役割が明確化されている。つまり，体験と宿泊

のすみ分けが可能な地区では利害が一致するため，連携の効果が発揮しやすいものとみら

れる。 

二つ目は，農泊地域側が提供する体験が個人旅行者向きであり，これが温泉地経営の

変化にも適合し得る点である。近年，国内の観光動向が団体観光客から個人観光客へシフ

トし，コロナの影響でこうした動きが加速する中で，温泉地が持続可能な観光地経営を目

指す上では個人観光客への嗜好への対応が求められる。秋保温泉の旅館では，コロナに対

応した経営戦略として個人旅行客の獲得のためにグランピング施設を導入し，そのオプシ
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ョン体験として農業体験や自然体験が評価されている。一方で加子母地区では，裏木曾古

寺の森のツアーや山歩き，農業体験，明治座見学，山守資料館のいずれも個人旅行者に適

した体験内容である。正確な数は把握できていないが，下呂温泉の宿泊者が加子母地区に

立ち寄ってこれらの体験を行っていることが確認されている。温泉地の滞在旅行促進やリ

ピーター獲得に当たって，こうした個人旅行者の嗜好にあったオーダーメイドのツアーや

特色ある体験との連携が有用であると考えられ，今後も農泊地域で提供しているような体

験のニーズは増すものと考えられる。 

 

第 5-5 表 加子母地区と秋保地区の農泊の内容と温泉地との接点 

地区名 岐阜県中津川市加子母地区 宮城県仙台市太白区秋保地区 

協議会名 加子母農林泊推進協議会 秋保ファームツーリズム推進協議会 

協議会メンバー 

加子母森林組合，特定非営利活動法人か

しもむら，ファンファーミング有限会

社，ゆうらく館株式会社（道の駅），山

守資料館，渡合温泉ランプの宿，仁太郎

（和菓子製造会社），加子母優良材生産

クラブ，かしもひのき建築協同組合 

株式会社アキウツーリズムファクトリ

ー，秋保温泉旅館組合，アキウ舎，秋保

ヴィレッジ，株式会社仙台秋保醸造所

（秋保ワイナリー），まったりん（婦人

グループ），太田とうふ店， Vienna29
（ソーセージ工房） 

体験内容 

芝居小屋見学，箸づくり体験，山歩き，

MTBツアー，農業体験，山守資料館見

学，直売所・道の駅での買い物，直売所

での郷土料理の提供，裏木曽古寺の森の

ツアー等 

サイクルツアー，農業体験，自然体験，

料理体験 

近隣温泉地名 下呂温泉 秋保温泉 

温泉地との距離関係 車で25分 徒歩圏内 

観光関連事業者・団体 

下呂・中津川広域観光振興協議会，下呂

市観光課，下呂温泉観光協会，舞台峠観

光センター，読売旅行，JR東海，JR東海

ツアーズ，クラブツーリズム，阪急交通

社，京王電鉄 

仙台市観光課，秋保旅館組合，蘭亭（旅

館） 

連携（接点）の内容 

団体バスツアーの立ち寄り，家族で県内

修学旅行プランのコース，下呂・中津川

広域観光の新しい観光ルートにおける地

域資源，観光関連事業者の勉強会 

サイクルツーリズムや体験参加者の宿

泊，旅館のグランピング施設のオプショ

ン体験，観光関連事業者の勉強会 

今後の方向性 
ガイド人材育成，広域の新しい観光ルー

トの造成 

ガイド人材育成，就農者支援 

資料：筆者作成。 

 
 三つ目は，連携により農泊地域側の体験提供の機会創出につながることが挙げられる。

加子母地区では，下呂・中津川広域観光振興協議会が企画した団体バスツアーにより，例

年まとまった数の体験参加者を獲得していた。またコロナ禍で団体旅行や農泊に関わる体

験や交流が難しくなる中でも，岐阜県の「家族で県内修学旅行プラン」によって下呂温泉

の宿泊とセットで箸づくり体験や明治座見学などの家族向け割安旅行商品が販売された。

こうしたことからも，農泊の体験提供の機会創出において下呂温泉の宿泊とセットになる

ことの利点は大きいとみられる。また秋保地区においても，旅館の宿泊オプションとして

農業・自然体験を提供することは，新規の体験参加者の獲得につながる可能性が考えられ

る。 

 今後の課題としては，加子母地区では温泉地である下呂温泉が下呂市内の複数の地域と

連携しているため，他の地域と差別化した体験内容を加子母地区で提供することが求めら
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れる。下呂市にも芝居小屋があるものの加子母地区の明治座がバスツアーに組み入れられ

ているのは，下呂市の芝居小屋が通年開館していないことが理由であり，明治座にガイド

を常駐させていることが加子母地区の体験の優位性を高めている。こうした体験の差別化

に当たっては，観光資源を説明できるガイドの存在が鍵を握るものと考えられ，ガイド人

材の確保と育成が今後重要となるだろう。 

他方，秋保地区ではまだ一つの旅館との農業・自然体験での連携が進められている段

階で，成果の検証ができていないため，他の旅館やホテルは同様の取組に着手しづらい状

況にある。仮に同様の取組が各旅館やホテルに導入された場合，地区内において協力し競

合しない工夫が求められるため，地区内で連携する部分と個々で差別化を図る部分のすみ

分けが必要であると考えられる。また農業体験や自然体験が一時的なブームとなる可能性

もあるため，今後も宿泊客のニーズに柔軟に対応していくことが重要である。 

現状では両地域とも温泉地との連携は試行錯誤の段階であり，今後も取組内容は流動

的であるとみられる。観光関連事業者を交えた勉強会を行うなど有志による連携が両地域

で行われているため，今後はこうした話合いを通じて新たな連携による取組が展開される

と期待できる。 

 
注（1）農泊推進のあり方検討会の中間とりまとめでは，2020 年までに重点的に実施すべき取組のうち農泊コンテン

ツの充実では「温泉や文化体験など農泊との親和性が高いコンテンツについては，観光庁が進めているテーマ

別観光等との連携を図ることなどにより，地域に存在する資源を活かした魅力ある体験プログラムを充実して

いくべきである」と示している。また，農泊地域と温泉地との連携の可能性については佐藤・八木（2021）を

参照。 

（2）JTB 総研では滞在型旅行を「1 箇所に滞在し静養や体験型を始めとしたレジャーを楽しむこと。又はそこを拠

点 に 周 辺 の 観 光 を 楽 し む レ ジ ャ ー 形 態 の こ と 」 と 説 明 し て い る 。JTB 総 研 「 観 光 用 語 集 」，

https://www.tourism.jp/tourism-database/glossary/staying-tour/（2021 年 10 月 15 日参照）。 

（3）観光庁「誘客多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成」の「ナレッジ集」， 

https://www.mlit.go.jp/common/001412623.pdf （2021 年 12 月 9 日参照）。 

（4）観光庁「地域の観光資源の磨き上げを通じた域内連携促進に向けた実証事業」， 

https://www.mlit.go.jp/kankocho/topics08_000183.html（2021 年 12 月 9 日参照）。 

（5）じゃらん「人気温泉地ランキング」， 

https://www.jalan.net/jalan/doc/etc/onsenranking/onsenranking_index.html（2021 年 10 月 21 日参照）。 

（6）岐阜県で１事業当たり 50 万円，うち市が 1/3 を負担。 

（7）岐阜県「“家族で県内修学旅行プラン”の実施について」， 

https://www.pref.gifu.lg.jp/page/110214.html（2021 年 12 月 9 日参照）。 

（8）「新しい周遊の旅提案事業 業務報告書」。 

（9） 秋保温泉旅館組合「加盟旅館一覧」， 

http://www.akiuonsenkumiai.com/ryokan/index.html（2021 年 10 月 19 日参照）。 

（10）じゃらん「人気温泉地ランキング」， 
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https://www.jalan.net/jalan/doc/etc/onsenranking/onsenranking_tohoku.html（2021 年 12 月 9 日参照）。 

（11）キリンホールディング株式会社「地域創成トレーニングセンタープロジェクト」，  

https://www.kirinholdings.com/jp/impact/csv_management/social_contributions/kizuna/special/chiiki_tresen/（2021 年

10 月 19 日参照）。 
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